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表紙の写真：グダニクスの旧市街（ポーランド）
ポーランドＳＴＴのあるワルシャワの北に位置するグダニクスは，バルト海沿岸の都市で1000年以上の長い歴史を誇り，ハンザ同盟の自由
都市として16～ 17世紀に黄金期を迎えた。この街のそのころの華やかな街並みが今でも息づいています。

　ノビタキ（野鶲）は日本では夏鳥として本

州中部以北に渡来して繁殖します。草の穂

先や潅木などにとまって移動を繰り返して，

主に昆虫類とその幼虫を食べます。オスは

頭から背中，羽の上面が黒く，腰・腹は白く，

胸に橙赤色があって，飛んだ時は翼の白斑

が目立ちます。止まった姿は直立して胸を

張った姿勢で，周囲を見回しています。ツ

グミなども地上を歩く鳥ですが，同じように

胸を張っていつも上空を見回していて，鷹

などの外敵が来ないかいつも警戒している

ように見えます。「ヒーチュ　ヒチー」な

どとさえずります。体長は約１３cmでスズ

メと同じくらいの大きさです。夏鳥は南か

ら，冬鳥は北から渡ってくると考えればよい

のですが，その渡りのルートは分っていな

いものが多いのです。ネットを見ていたら，

北海道のノビタキが中国北部へ渡り，沿海

沿いにインドシナ半島まで渡って行ったも

のが見つかりました。ジオロケーターとい

う小型装置を鳥の背中に取り付けて，その

装置で日の出，日の入りの時刻を記録して，

その装置を回収して緯度経度のデータを得

る方法で行われたようです。この他に人工

衛星を使う方法などもあるようです。

	 （緑の森倶楽部）

四季の鳥・秋（ノビタキ（メス））
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